「守（もり）」の計画の作り方

「守（もり）」の計画（スチュワードシッププラン，SP）は、クライアントと指定管理人のための、プロジェクトサイトの「オーナーズマニュアル」である。この書類を見れば、たとえあなたが不在でも、サイトの一時的な指定管理人も、長期の指定管理人もだれもが、プロジェクトのゴールと目的に向かって歩み続けるために必要な情報を見出すことができる。SPはそれを使う人に対して親切で、かつ簡単に、しかし技術的に正確な言葉でなくてはならない。スチュワードシッププランには、以下の要素が含まれるだろう。
1． 表紙
2． ゴールの要約を含むプロジェクトの説明
3． プロジェクト実施後の簡単な説明（竣工図とともに）
4． プロジェクトのデザインとベンチマークを基にしたサイトの維持方法に関する記述（明瞭かつ具体的に）。
5． サイトの維持に関するタイムテーブル／スケジュール
6． プロジェクト実施後の基準モニタリングデータ（常設撮影ポイントおよびモニタリング用の常設方形区の位置を示した地図とともに）
7． ベンチマークに基づいた明瞭かつ具体的なモニタリング法
8． 継続的な（長期的な）管理の概要と方法
9． モニタリング法、出典、参考文献、問い合わせ先などの付記
表紙
以下の事項を入れること
・プロジェクト名
・年（2010）
・場所
・パートナーとなるコミュニティの名称
・チームのメンバー（それぞれの所属）
図（写真、絵など）は、コントラストがはっきりしたものを1主題につき１つだけ使うこと。白黒コピーしても大丈夫なように、区画の区別などはパターンでわかるようにした方がよい。SPは複写配布することが多いため。
プロジェクトの説明
再生が必要なプロジェクト実施前のサイトの状態の簡単な説明（作業計画の該当の章に準じて記述）と、プロジェクトのゴール、一般的なアプローチ法、およびその方法でどのような環境改善ができるか、についての要約。
施工後の簡単な説明（竣工図とともに）
クライアントと指定管理人にサイトのレイアウトと主要な特徴を案内する。それぞれの区画において、面積、位置、昔の状態、全体の戦略、導入された植物および構造物の特徴、実施されている処置などを簡潔に述べよ。植物と他の構造物についての詳細な量はのちほどSPで述べるので、ここでは区画の大まかな絵を描くための特徴について述べるべきである。列挙した特徴についてはすべて竣工図に明瞭に記載すること。書類には学名を掲載するが、一般の人が閲覧しやすいように、同時に和名を用いること。以下に例を示す。
「区画１はプロジェクトサイトの北西に位置し、傾斜に対して並行に縦10メートル、横30メートルである。20-30％の急な斜面にはかつてヒマラヤンブラックベリー（Rubus armeniacus）の灌木が優占していた。ブラックべリーは根こそぎ除去され、傾斜面はジュートマットと、傾斜面に埋めてあった粗い木くずによって平らにならされた。深さ15センチにマルチを敷き、スノーベリー（Symphoricarpos albus）とサラル（Gaultheria shallon）、ボールドヒップローズ（Rosa gymnocarpa）を木くずの埋め立て地から１メートル前後離れた場所に導入した。2本のレッドシダー（Thuja plicata）を傾斜の底部から3メートル離れた場所に植栽した。」
維持管理の仕事
当該サイトの特性や、サイトの背景、プロジェクトのゴール、サイトに関する長期的な展望に基づき、サイトの維持管理の仕事のリストを作成する必要がある。仕事は植物の養生、侵略的生物制御、生息環境の維持、標識の管理、地域活動など、理にかなったカテゴリーにグループ分けをすること。それぞれの管理作業は、仕事を遂行するのに必要な（作業の）理由、場所、いつ何を、どのようにやるかといった具体的な指示を記載すること。以下に例を示す。
「植物の管理
水やり
　・理由：在来植物は、成長期はじめに定期的に水をやれば、根付きやすい。
　・場所：全体。とくに区画１と２には注意を払うこと。
　・いつ：2011年の４月～9月の2週間おき、あるいは必要な時。
　・資源と道具：蛇口はプレイエリアの近くのトイレの南壁にある。ホースはウォーキングトレイルの近くのサイト入口の道具箱に入っている。
　・方法：水まきを始める前に、サイト内を歩き、植物がストレスでしおれていないかをみること。しおれた植物を中心に水をまくこと。水は弱めに、植物の根もとに与えること。水を頭上からまかないこと。各植物に30秒程度水をまくこと。それ以上は植物にストレスを与える。植物にホースをからませないように注意すること。可能なら早朝に水をまくこと。」
サイトの維持に関するタイムテーブル／スケジュール
すべての維持管理作業について1か月のタイムテーブル／スケジュールを作ること。読み手がわかりやすく、すっきりしたものを作ること。
施工後の基点モニタリングデータ（常設撮影ポイントおよびモニタリング用の常設方形区の位置を示した地図とともに）
異なる方角から2か所の全体の撮影サイトと、各区画の常設撮影ポイントを設けよう。これらのポイントは、区画やサイトの全体をとらえる場所に設けること。これらのポイントは、色を塗った鉄筋や、色を塗った硬い木の杭または定位置にあるランドマーク（木、岩など）で標識すること。クライアントと相談して、彼らが好む標識法を決めるとよい。これらの場所をモニタリング用の地図に記入し、地図の説明欄に写真を撮った方角と高度を記す。最初の写真を説明書きとともにSPに掲載すること。
次に、各区画に、在来植物と侵略的植物を調査するための永久調査区（方形区）を設置する。一般的には2メートル四方また4メートル四方だが、しばしばもっと大きなプロット（10メートル四方）を必要とする場合があるプロットの大きさについては、それを設置する際にインストラクターと話し合おう。調査区は各区画の特徴をとらえた場所にするべきで、他の調査区との間に8～10メートルの間隔があるとよい。クライアントの承認を得たうえで、これらの調査区を標識しよう。モニタリング用の地図に、調査区の場所を落とし、標識しよう。例えば、1-A、1-B、2-A、2-B、2-Cといったように。プロジェクトが終わったら、最初の測定を行う（基点データ）。これらは、植栽した植物の生死や、在来・外来植物の被覆状況や、自然更新といったことを記載しよう。例えば、
	PLOT 
	SPECIES
	#LIVE 
	#DEAD
	%植被率
	自然更新
	層

	1-A 
	RUAR
	5
	0
	10
	n
	草本層

	
	ROGY 
	10 
	1 
	25 
	n 
	低木層

	
	ALRU 
	27 
	0 
	5 
	y; seedlings 
	草本層

	
	SYAL 
	15 
	0 
	30 
	n 
	低木層

	Totals 
	Native 
	53
	1
	90
	
	

	
	Invasive
	5
	0
	10
	
	

	Totals 
	Ground
	5
	0
	10
	
	

	
	Shrub
	25 
	1 
	55
	
	

	
	Canopy
	1 
	0 
	30
	
	


必要があれば、注釈のための付表を使い、一般名、学名、区画の位置などの略号の意味を記載すること。それぞれの種の被覆率を算定すること。どんな調査区でも、被覆率が100％を超えることがあることを覚えておくこと。なぜなら林冠がオーバーラップしているからだ。
基点データに続く連続的モニタリングは、クライアントと指定管理人に維持管理のためのデータを与え、サイトの発達につながる順応的管理の決定のための情報を与えてくれるだろう。
モニタリング法
どのベンチマークにおいても、クライアントや指定管理人がゴールと目的の効果がわかるようなモニタリング法（必要なら形式も）を開発する必要がある。インストラクターの提言に沿って、ベンチマークを見直すことから始めよう。以下に例を示す。
「ゴール１：イエスラークリーク沿いのPuget Soundの低地に典型的な在来植物を確立し、優占種化する。
　目的1-1：クリーク沿いの外来種を除去し、再侵入を抑制する。
　ベンチマーク1-1a:プロジェクト実施前と比較してPhalaris arundinaceaによる被覆を、初年度の刈り込み、マルチング、埋め込みにより少なくとも50％減らす。
モニタリング法1-1a：2メートル四方の区画を5月初旬に設け、ヨシ（reed canary grass）の被覆率を算定すること（5％刻み）。結果を2009年6月に集めた各区画の基準データと比較すること。モニタリングの形式については付表Aを見ること。
ゴール２：プロジェクトサイトにおける地域の所有意識を高める
目的2-1：作業グループに対する地域住民の参加者を増やす
ベンチマーク2-1a：地域への呼びかけを行い、地域の作業チームへの参加率を最大30％に高める。
モニタリング法2-1a:呼びかけを行う前と後とで作業チームへのボランティアの参加者数を比較する。付表Cのボランティア参加シートを用いること。シートには必ず「どこでこのイベントを知りましたか」と尋ねる欄を設けること。」
継続的管理の概要
クライアントに対し、プロジェクトサイトの植生が時間の推移によってどのように発達するか現実的に叙述すること。例えば間伐や補植などありうる今後の管理方策や、サイトの軌跡の中でそのような方策がいつなされることが期待できるかといったことを説明すること。もし間伐、補植その他の方策が予め書かれていれば、作業を完遂するための明確な方向性や検討の資源を提供する。サイトが一度平らにならされ、侵略種が制御下に置かれるなら、導入すべき植物種のリストを提示すること。長期にわたるサイトのゴールに向かって、彼らがどのように進めばよいか、具体的な方策と結び付けることを忘れないように。以下に例を示す。
“池の周囲のヤナギとred-twig dogwoodは3期目か4期目の成長期までに被覆率が80％に達し、4-7メートルに成長すると思われる。もしヨシがヤナギとdogwoodの下に茂れば、それらの葉冠は期待通り劇的に落葉し、そうなれば西洋赤マツ（Thuja plicata）とSitka spruce（Picea sitchensis）をヤナギとdogwoodの下に植栽できる。こうすることで、ゴールである成熟した針葉樹林への移行が促されるだろう。最低1メートルの高さのものを使うこと。各木の周囲の最低でも直径2メートルをきれいにすること。針葉樹の成長させるため、ヤナギやdogwoodを除去すること。針葉樹の周囲から刈り取ったヤナギやdogwoodの枝は、ヨシが優占している他のプロジェクトサイトの区画と南側の区画に埋め込むことができる。枝の厚みは半分からそのままで、長さは2，3フィートで使うこと。枝は葉が出る前、冬期から春の初めにかけて埋め込むとよい。枝の半分以上は必ず土壌の下に埋めること。”
付記
モニタリングと調査の書式、ラベルを付けた撮影ポイントの写真、維持管理に関する参考文献、プロジェクトメンバー、、クライアント、指定管理人、維持管理サービスの問い合わせ先を含めること。これらは公開文書なので、リストに載る人たちの許可を必ず得ること。
